
『常識を考え直すワークショップ』とは？

「あたりまえを、発明しよう。」をビジョンに掲げる

    株式会社リブセンスとMIMIGURIの共同設計にて
『差別やハラスメントのない公正な社会の実現』を目指すワークショップ



 第一弾  セクシャルマイノリティ編
［対話編］オフライン実施

［歴史編］①2020/5/13 ②5/20 ③5/27
［内省編］①2020/6/17 ②6/24 ③7/1

 第二弾 ジェンダーバイアス編
①2020/12/2
②2020/12/16
③2020/12/23
④2021/1/6

 第三弾 ニューロダイバーシティ編
①2021/11/8
②2021/11/15
③2021/11/22



第一弾

［セクシャルマイノリティ編］

さまざまな性のあり方を

望んで生きる人々の物語に触れ、

その人物を演じながら対話することを通し、

自分のなかの「こうあるべきだ」という

常識(バイアス)を問い直し、
多様な性のあり方を探求する。



個人の気付きから

社会の気付きへ

個人の考え・思想

コミュニティの意見・ルール

社会の構造・常識

いかなる構造的差別も、社会的抑圧も、

個人の無意識バイアスや小さな偏見からできている。

そこに自覚的になり、振る舞いを変えることから、

わたしたちは社会構造を変えることもできるのでは？

第二弾

［ジェンダーバイアス編］







  DAY1　発達障害について

  DAY2　合理的配慮について

  DAY3　組織における合理的配慮（ニューロダイバーシティ）

第三弾

［ニューロダイバーシティ編］



“障害”とは個人の特性だけに起因するのではなく、
既存の社会常識との相対化でもある。

障害【しょうがい】 [名]（スル）

1 . さまたげること。
　  また、あることをするのに、さまたげとなるものや状況。

2 . 個人的な原因や、社会的な環境により、
　  心や身体上の機能が十分に働かず、活動に制限があること。

障害とは

個人の所有物ではない



現社会のどのような “常識” が
“障害” を作り出しているのかを考える

 “常識” が考え直されたことによる新たな社会像
= ニューロダイバーシティについて考える

常識が覆るとは

どういうことか？

第三弾

［ニューロダイバーシティ編］



例①  1946年 女性参政権を行使（日本）

例②  1990年 WHOが同性愛を精神障害の分類から除外

映画『キャロル』1950年代のアメリカが舞台



現代から振り返ってみると、信じられないような“常識”が
社会を当たり前のように覆っていた時代がある。

進歩していく社会の中で、考え直されるべき“常識”がまだあるのではないか？


